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�

　

Ｓ
Ｌ
冬
の
湿
原
号
が
Ｊ
Ｒ
釧
網
線
の
釧
路
・
標
茶
間
を

運
行
し
て
い
る
の
で
、タ
ン
チ
ョ
ウ
が
飛
来
す
る
茅
沼（
か

や
ぬ
ま
）
駅
で
待
ち
受
け
る
こ
と
に
し
た
。

　

標
茶
町
史
な
ど
に
よ
る
と
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
近
く
に
生

息
す
る
駅
と
し
て
茅
沼
駅
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
昭
和
30
年
代
か
ら
だ
と
い
う
。
だ
が
、
１
９
６
２
（
昭

和
37
）年
に
１
７
８
羽
確
認
さ
れ
て
い
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
、

冷
害
に
よ
る
餌
不
足
で
64
年
に
は
１
５
０
羽
に
ま
で
減
り
、

畑
を
荒
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
。
心
を
痛
め
て
い
た
駅
長
の

元
に
、
人
間
と
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
共
生
す
る
た
め
の
餌
場
を

作
ろ
う
と
、
釧
路
鉄
道
管
理
局
の
有
志
ら
か
ら
カ
ン
パ
が

届
き
、
駅
裏
の
農
家
の
協
力
で
餌
場
を
設
け
、
給
餌
を
始

め
た
。
す
る
と
数
日
後
に
は
餌
付
け
に
成
功
す
る
。
そ
の

後
、
支
援
の
輪
は
、
標
茶
町
や
釧
路
地
方
教
育
局
、
こ
れ

を
知
っ
た
人
た
ち
へ
と
大
き
く
広
が
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

　

翌
年
か
ら
、
駅
の
近
く
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
飛
来
す
る
と

列
車
に
合
図
を
送
り
、
車
掌
が
車
内
放
送
で
タ
ン
チ
ョ
ウ

の
到
来
を
紹
介
し
て
一
気
に
評
判
に
な
っ
た
。

　

実
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
明
治
に
な
っ
て
乱
獲
さ
れ
、
大

正
時
代
に
絶
滅
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
１

９
２
４
年
（
大
正
13
）
年
、
釧
路
湿
原
の
奥
地
で
数
十
羽

の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
見
つ
か
り
保
護
が
始
ま
る
。
１
９
５
２

（
昭
和
27
）
年
に
当
時
の
阿
寒
町
（
現
釧
路
市
）
と
鶴
居
村

で
給
餌
に
成
功
し
、
少
し
ず
つ
生
息
数
が
回
復
し
て
い
っ

た
。
日
本
野
鳥
の
会
に
よ
る
と
、
現
在
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
の

生
息
数
は
約
１
８
０
０
羽
、
約
４
０
０
つ
が
い
が
営
巣
し

て
い
る
と
い
う
。
茅
沼
駅
の
給
餌
は
代
々
の
駅
員
に
引
き

継
が
れ
、
86
年
に
無
人
駅
に
な
っ
て
も
住
民
た
ち
に
よ
っ

て
２
０
１
６
年
ま
で
つ
づ
け
ら
れ
て
き
た
。

　

Ｓ
Ｌ
冬
の
湿
原
号
は
、
２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
１
月

か
ら
運
行
す
る
臨
時
列
車
だ
。
煙
を
モ
ク
モ
ク
と
上
げ
て

走
る
蒸
気
機
関
車
は
生
き
物
の
よ
う
で
、
冬
の
湿
原
の
風

物
詩
で
も
あ
る
。
釧
路
・
標
茶
間
の
所
要
時
間
は
１
時
間

30
分
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
や
キ
タ
キ
ツ
ネ
、
エ
ゾ
シ
カ
な
ど
に

よ
く
遭
遇
す
る
。

　

茅
沼
駅
に
は
い
ま
も
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
飛
来
し
、
周
辺
の

道
路
は
も
ち
ろ
ん
、
駅
の
ホ
ー
ム
や
線
路
を
悠
々
と
歩
き

ま
わ
る
。
遭
遇
し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
が
一
時
停
止
し
て
通

過
を
待
つ
ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
日
は

鉄
道
写
真
マ
ニ
ア
が
、
あ
ち
こ
ち
に
カ
メ
ラ
を
据
え
て
待

ち
構
え
て
い
た
。
私
は
、
駅
裏
の
畑
の
脇
か
ら
、
こ
ぢ
ん

ま
り
し
た
駅
舎
と
Ｓ
Ｌ
を
と
ら
え
よ
う
と
到
着
を
待
っ

た
。
畑
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
数
羽
居
る
の
で
、
列
車
が
迫
っ

た
と
き
に
、
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
視
野
に
居
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
た
。
チ
ャ
ン
ス
は
１
回
だ
け
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
運

任
せ
で
あ
る
。

　
「
冬
の
湿
原
号
」
を
け
ん
引
す
る
道
内
唯
一
の
現
役
Ｓ

Ｌ
「
Ｃ
11
・
１
７
１
」
は
標
茶
町
と
縁
の
深
い
車
両
で
あ

る
。
１
９
４
０
（
昭
和
15
）
年
に
川
崎
車
両
兵
庫
工
場
で

製
造
さ
れ
た
の
だ
か
ら
年
齢
は
80
歳
。
名
古
屋
機
関
区
な

ど
で
使
わ
れ
た
後
、
42
年
に
北
海
道
の
深
川
機
関
区
に
配

属
と
な
り
、
朱
鞠
内
、
標
茶
、
木
古
内
、
長
万
部
、
釧
路

釧路湿原をゆったり流れる釧路川。茅沼駅裏側の道路の北
側にも釧路川のカヌーの発着場が整備されている。写真は
標茶町の二本松橋付近の釧路川

青 木 和 弘

釧路管内標茶町

タンチョウとＳＬの茅沼駅
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の
各
機
関
区
で
使
用
さ
れ
た
。
75
年
に
廃
車
に
な
り
、
標

茶
町
の
桜
町
児
童
公
園
に
静
態
保
存
さ
れ
て
い
た
が
、
95

年
に
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
返
還
さ
れ
、
現
役
へ
の
復
元
工
事
が

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

１
９
９
９
年
に
「
Ｓ
Ｌ
す
ず
ら
ん
号
」
と
し
て
留
萌
本
線

（
深
川
・
留
萌
間
）
で
営
業
運
転
を
始
め
、
そ
の
後
、「
Ｓ
Ｌ

ふ
ら
の
・
び
え
い
号
」「
Ｓ
Ｌ
函
館
大
沼
号
」
な
ど
と
し
て

活
躍
し
、
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
臨
時
記
念
列
車
に
な
っ
て

登
場
し
た
。
ボ
イ
ラ
ー
保
護
の
た
め
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
を

補
機
と
し
て
従
え
て
運
行
し
て
い
た
が
、「
Ｓ
Ｌ
冬
の
湿
原

号
」
は
補
機
を
連
結
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
だ
。

　

Ｓ
Ｌ
の
寿
命
の
長
さ
に
驚
く
と
同
時
に
、
人
生
１
０
０

年
時
代
、
ま
だ
ま
だ
元
気
で
い
て
ほ
し
い
と
、
つ
い
蒸
気

機
関
車
に
情
が
わ
い
て
し
ま
っ
た
。

茅沼駅はラムサール条約登録湿地である釧路湿原北東部の、コッタロ湿原の農村にある。ＳＬ冬の湿原号は１月～２月
の期間限定列車。客車のレトロなたたずまいも人気で、本年は運行20周年となった

標茶町は温泉に恵まれた土地だ。標茶温泉「味幸園」は茅
沼駅から９㎞ほど北にある。ツルツルする褐色のモール温
泉で源泉掛け流しの実に良質な湯だ。現在は日帰りだけの
営業だが、温泉通の常連客が「湯の質は道東で一番」と誇
るだけある、ぜひお薦めの温泉である


